




 

 

 

 



 

 

 











１． 汚 水 の 種 別 海面埋立地からの余水

2． 処 理 時 間 24 時間

3． 計 画 移 流 水 量 110 m3/日＝ 4.58 m3/時＝ 0.076 m3/分

（提供資料より、40,000ｍ³/年÷365日/年＝109.6≒110.0ｍ³/日）

4． 水 質

流入水 放流水 除去率

BOD ㎎/l 50 20 60.0%

ＣＯＤ ㎎/l 190 20 89.5%

ＳＳ ㎎/l 100 10 90.0%

Ｔ－Ｎ ㎎/l 80 60 25.0%

Ｃａ ㎎/l 4,400 100 97.7%

ｐＨ 5.0～9.0 5.8～8.6

※質疑回答より、既存余水処理施施設の設計値にて設定

5． 汚 泥 処 理 汚泥脱水機にて含水率 85% まで脱水する

運転時間は 6 時間とする 5 日/週とする

↑仮設定 ↑仮設定

-1 -



マテリアルフロー

流 入 水 量 ： 110 m3/日

単位：m3/日

流  入 51.18

110.00

沈 砂 槽

110.00 2.06

原 水 槽 汚 泥 貯 留 槽

  炭酸ｿｰﾀﾞ 161.18 48.04 50.10

23.88 反 応 槽 2.70 汚 泥 脱 水 機 44.68

185.06 8.12

第 1 混 和 槽 埋立処分

185.06 逆洗排水

第 1 凝 集 槽 6.50

185.06 134.96

第 1 凝 集 沈 殿 槽 ｶﾙｼｳﾑ汚泥 ろ 過 原 水 槽

137.02 134.96

第 1 中 和 槽 砂 ろ 過 塔 4.75

137.02 134.96

酸 化 槽 活 性 炭 原 水 槽

137.02 134.96

硝 化 槽 活 性 炭 吸 着 塔 1.75

137.02 134.96

脱 窒 槽 6.50 処 理 水 槽

137.02 128.46

再 ば っ 気 槽 消 毒 槽

137.02 128.46

第 2 混 和 槽 放 流 槽

137.02 128.46

第 2 凝 集 槽 放   流 128.46 m3/日

137.02

第 2 凝 集 沈 殿 槽 汚泥

134.96

第 2 中 和 槽
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１．流入調整設備

1) 集水ポンプ（既存）

所 要 能 力 　新設埋立地稼働後、埋立地ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞのため、計画水量（5,000ｍ³/年÷365日/年≒14ｍ³/日）

　選定する。

0.22 m3/分× 20 ％＝ 0.044

台 数 キャッピング計画確定後検討 揚水方式を井戸ポンプによるものと想定

既存能力の20％程度で能力選定

2) 集水ポンプ（新設）

所 要 能 力 　新設埋立地における、計画水量（35,000ｍ³/年÷365日/年≒96ｍ³/日）

　を24時間で移送できる能力とする。

96.00 m3/日÷ 24  時間 ÷ 60分/時 ＝ 0.067 m3/分

台 数 1 台常用 +予備１台 新設埋立地への設置

3) 沈砂槽

流 入 汚 水 量 110.00 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 1 分間以上とする。

110.00 m
3
/日÷ 1,440 分/日× 1 分間 ＝ 0.076 m

3

寸 法 1.20 ｍ巾  × 0.80 ｍ長  × 0.30 ｍ有効深 1 槽

水 面 積 負 荷 1800 m
3
/m

2
･日以下とする。

110.00 m
3
/日÷ 1800 m

3
/m

2
･日 ＝ 0.061 m

2
以上

実 容 量 0.29 m3＞ 0.076 m3 3.79 倍

実 水 面 積 0.96 m2≧ 0.061 ㎡

4) 排砂ポンプ ※現在休止中（機器取り外し）

沈 砂 量 計画水量の 0.005% とする

110 m3/日× 0.00005 ×7日/週＝ 0.039 m3/週

送 水 量 1.0 分間で排砂するとして

0.039 m3/週÷ 1.0 分＝ 0.039 m3/分

台 数 1 台運転 既存能力： 0.03 m3/分 NG

※僅かに能力不足だが用途上問題ないと考える

　能力はキャッピングにより従来の流入水量の20％程度となることから、既存能力の20％にて
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5) 原水槽

所 要 容 量 浸出水量の 6 時間以上とする。

161.18 m3/日÷ 24 時間/日× 6 分間 ＝ 40.295 m3

寸 法 6.90 ｍ巾  × 3.00 ｍ長  × 2.50 ｍ有効深 1 槽

柱控除 -0.30 ｍ巾  × 0.30 ｍ長  × 2.50 ｍ有水深× 1 槽

実 容 量 51.53 m3＞ 40.295 m3 1.28 倍

必 要 空 気 量 ばっ気強度を 1.5 m3/m3･時とする。

51.5 m3× 1.5 m3/m3･時 ÷ 60分 ＝ 1.29 m3/分

既存能力： 2.26 m3/分 OK

※既存利用可

6) 原水ポンプ

計 画 汚 水 量 161.18 m3/日

運 転 時 間 24.0 時間/日

所 要 能 力 161.18 m3/日÷ 24  時間 ÷ 60分/時 ＝ 0.112 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 既存能力： 0.12 m3/分 OK

※チタン製ポンプへの更新を推奨
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２．第１凝集沈殿処理設備

1) 反応槽 ※現在休止中

流 入 汚 水 量 185.06 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 10 分間以上とする。

185.06 m3/日÷ 1,440 分/日× 10 分間 ＝ 1.286 m3

寸 法 1.15 ｍ巾  × 0.80 ｍ長  × 1.40 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 1.288 m3＞ 1.286 m3 1.00 倍

2) 第1混和槽 ※現在休止中

流 入 汚 水 量 185.06 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 5 分間以上とする。

185.06 m
3
/日÷ 1,440 分/日× 5 分間 ＝ 0.643 m

3

寸 法 1.15 ｍ巾  × 0.80 ｍ長  × 1.20 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 1.10 m
3
＞ 0.643 m

3 1.72 倍

3) 第1凝集槽 ※現在休止中

流 入 汚 水 量 185.06 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 20 分間以上とする。

185.06 m3/日÷ 1,440 分/日× 20 分間 ＝ 2.571 m3

寸 法 1.20 ｍ巾  × 1.20 ｍ長  × 1.80 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 2.59 m3＞ 2.571 m3 1.01 倍

4) 第１凝集沈殿槽

流 入 汚 水 量 185.06 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 3 時間以上とする。

185.06 m3/日÷ 24 時間/日× 3 時間 ＝ 23.14 m3

水 面 積 負 荷 流入汚水量に対して 20 m3/m2･日以下とする。

185.06 m3/日÷ 20 m3/m2･日 ＝ 9.25 m2以上

越 流 堰 負 荷 流入汚水量に対して 100 m
3
/ｍ･日以下とする。

185.06 m3/日÷ 100 m3/m･日 ＝ 1.851 ｍ以上

寸 法 □ 3.2 ｍ  × 3.2 ｍ  × 2.6 ｍ水深× 1 槽

実 容 量 26.62 m3  ＞ 23.14 m3 3.30 ｍ水深 1.15 倍

実 水 面 積 10.24 m2≧ 9.25 ㎡ 1.15 倍

5) 第１凝沈汚泥引抜ポンプ

引 抜 汚 泥 量 48.04 m3/日 （汚泥処理設備計算より）

運 転 時 間 8 時間

12 回/日 × 30 分/回 ÷ 60分/時間 ＝ 6 時間

所 要 能 力 48.04 m3/日÷ 8 時/日＝ 6.01 m3/時＝ 0.100 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 1.00 6.01 m3/時＝ 0.100 m3/分
既存能

力：
3.46 m3/時 NG

※能力不足のため更新必要
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6) 第1中和槽 ※現在休止中

流 入 汚 水 量 137.02 m
3
/日

所 要 容 量 流入汚水量の 10 分間以上とする。

137.02 m3/日÷ 1,440 分/日× 10 分間 ＝ 0.952 m3

寸 法 1.15 ｍ巾  × 1.00 ｍ長  × 1.20 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 1.380 m3＞ 0.952 m3 1.45 倍
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３．生物処理設備 ※現在休止中

1) 酸化槽

計 画 汚 水 量 110.0 m3/日

流 入 BOD 濃 度 50 ㎎/l

BOD充填材容積負荷 0.60  kg/m3･日以下

接 触 材 充 填 率 50% 以上

流 入 BOD 量 110.0 m3/日× 50 ㎎/l ×  10-3＝ 5.50 kg/日

接 触 材 所 要 容 量 5.50 kg/日 ÷ 0.60  kg/m3･日= 9.17 m3

所 要 容 量 9.17 m3÷ 0.50 ＝ 18.3 m3

寸 法 3.30 ｍ巾  × 1.45 ｍ長  × 4.20 ｍ有効深 2 系統

柱控除 -0.80 ｍ巾  × 0.40 ｍ長  × 4.20 ｍ有水深× 1 槽

38.9 m
3
＞ 18.3 m

3 2.12 倍

実 滞 留 時 間 38.9 m3 ÷ 110.0 m3/日 × 24時/日= 8.5 時間

接 触 材 所 要 容 量 対実容量 38.9 m3 × 0.50 ＝ 19.43 m3

接 触 材 寸 法 2.30 ｍ巾  × 1.45 ｍ長  × 3.40 ｍ高 2 系統

接 触 材 実 容 量 22.68 m
3
＞ 19.43 m

3

充 填 部 実 滞 留 時 間 22.68 m3 ÷ 110.00 m3/日 × 24時/日= 4.9 時間

実 充 填 率 22.68 m
3
 ÷ 38.9 m

3
 ＝ 58.4%

2) 硝化槽

計 画 汚 水 量 110.0 m3/日

流 入 T-N 濃 度 80 ㎎/l

T-N充填材容積負荷 0.15  kg/m3･日以下

接 触 材 充 填 率 50% 以上

流 入 T-N 量 110.0 m3/日× 80 ㎎/l ×  10-3＝ 8.80 kg/日

接 触 材 所 要 容 量 8.80 kg/日 ÷ 0.15  kg/m3･日= 58.67 m3

所 要 容 量 58.67 m3÷ 0.50 ＝ 117.3 m3

寸 法 3.30 ｍ巾  × 4.30 ｍ長  × 4.20 ｍ有効深 2 系統

119.19 m3＞ 117.3 m3 1.02 倍

実 滞 留 時 間 119.2 m3 ÷ 110.0 m3/日 × 24時/日= 26.0 時間

接 触 材 所 要 容 量 対実容量 119.2 m
3
 × 0.50 ＝ 59.6 m

3

接 触 材 寸 法 2.30 ｍ巾  × 4.30 ｍ長  × 3.00 ｍ高 2 系統

接 触 材 実 容 量 59.34 m
3
＞ 59.60 m

3
　NG

充 填 部 実 滞 留 時 間 59.34 m3 ÷ 110.00 m3/日 × 24時/日= 12.9 時間

実 充 填 率 59.34 m3 ÷ 119.2 m3 ＝ 49.8%

↑充填高さを+100mmする必要あり
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3) 脱窒槽

計 画 汚 水 量 110.0 m
3
/日

流 入 T-N 濃 度 80 ㎎/l

T-N充填材容積負荷 0.30  kg/m3･日以下

接 触 材 充 填 率 60.0% 以上

流 入 T-N 量 110 m3/日× 80 ㎎/l ×  10-3＝ 8.80 kg/日

接 触 材 所 要 容 量 8.80 kg/日 ÷ 0.30  kg/m3･日= 29.33 m3

所 要 容 量 29.33 m3÷ 0.60 ＝ 48.9 m3

寸 法 2.20 ｍ  × 3.30 ｍ長  × 4.15 ｍ深 2 系統

柱控除 -0.80 ｍ巾  × 0.40 ｍ長  × 4.15 ｍ有水深× 1 槽

実 容 量 58.93 m3＞ 48.90 m3 1.21 倍

接 触 材 所 要 容 量 対実容量 58.9 m3 × 0.60 ＝ 35.36 m3

接 触 材 寸 法 2.20 ｍ巾  × 3.30 ｍ長  × 3.00 ｍ高 2 系統

中央部控除 - 0.90 ｍ巾  × 0.90 ｍ長  × 3.00 ｍ有効深 2 系統

接 触 材 実 容 量 38.70 m
3
＞ 35.36 m

3

充 填 部 実 滞 留 時 間 38.70 m3 ÷ 38.85 m3/日 × 24時/日= 23.9 時間

実 充 填 率 38.70 m3 ÷ 58.9 m3 ＝ 65.7%

実 滞 留 時 間 58.93 m3 ÷ 22.68 m3/日 × 24時/日= 62.4 時間

4) 再ばっ気槽

計 画 汚 水 量 110.0 m3/日

流 入 汚 水 量 137.02 m3/日

① 充填材容積負荷より

流 入 Ｂ Ｏ Ｄ 濃 度 15 ㎎/l 除去率 70%

BOD充填材容積負荷 1.00  kg/m3･日以下

接 触 材 充 填 率 50% 以上

流 入 Ｂ Ｏ Ｄ 量 110.0 m3/日× 0.015 ㎏/m3＝ 1.65 kg/日

接 触 材 所 要 容 量 1.65 kg/日 ÷ 1.00 kg/m3･日= 1.65 m3

所 要 容 量 1.65 m3÷ 0.50 ＝ 3.30 m3

② 滞 留 時 間 よ り

流 入 汚 水 量 137.02 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 3 時間以上とする。 ※汚泥再生ｾﾝﾀｰ指針

137.02 m3/日÷ 24 時間/日× 3 時間 ＝ 17.13 m3

∴ 3.30 m
3
＜ 17.13 m

3

寸 法 1.70 ｍ巾  × 3.40 ｍ長  × 4.05 ｍ有効深 1 系統

実 容 量 23.4 m3＞ 17.13 m3 1.37 倍

実 滞 留 時 間 23.4 m3 ÷ 137.02 m3/日 × 24時/日＝ 4.1 時間

接 触 材 所 要 容 量 対実容量 23.4 m3 × 0.50 ＝ 11.71 m3

接 触 材 寸 法 1.70 ｍ巾  × 2.40 ｍ長  × 3.00 ｍ有効深 1 系統

接 触 材 実 容 量 12.24 m3＞ 11.71 m3

充 填 部 実 滞 留 時 間 12.24 m3 ÷ 137.02 m3/日 × 24時/日= 2.1 時間

実 充 填 率 12.24 m3 ÷ 23.4 m3 ＝ 52.3%
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5) ばっ気ブロア

①酸化槽用

所 要 酸 素 量 計 算

Ｏ2＝ （b×BOD ＋ c×Ｖ×MLSS）×10-3

b: BOD除去にかかわる酸素量の係数 0.6 kg-O2/kg-BOD

BOD： 除去BOD量 (50-20)

＝ 110 m3/日× 30 3.30 kg-BOD/日

c: 内生呼吸による酸素量の係数 0.07 kg-O2/kgｰMLSS･日

Sa： ばっ気槽内総MLVSS量

38.9 m3× 4,000 1 ×10-3 ＝ 155.4 kg

O2＝ 0.6 3.30 0.07 155.4 ＝ 12.86 kg/日

5.0% の余裕を見込む  → 13.5 kg/日

必 要 空 気 量 散気水深 3.9 m

AR　＝ O２ / (T×ρ×Ｎ×60 )

T: ばっ気時間 24時間

ρ: 空気比重量   ＝ 0.277 kg-O2/m
3

η: 酸素溶解効率 ＝ 5.0%

∴ AR　＝ 13.5 24.0 0.277 0.050 ×　60)＝ 0.677 m3/分

ばっ気強度より

必 要 空 気 量 ばっ気強度を 1.5 m3/m3･時とする。

38.9 m
3
× 1.5 m

3
/m

3
･時÷60分＝ 0.971 m

3
/分

0.68 m3/分＜ 0.971 m3/分

mg/l×10-3＝

mg/l×

× ＋ ×

(

×/( ×
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②硝化槽

所 要 酸 素 量 計 算

Ｏ2＝ a×T-NR＋c×Ｖ×MLSS×10-3

ａ: ｱﾝﾓﾆｱ態窒素を硝化するために必要な酸素の割合 4.57 kg-O2/kg-N

T-NR： 硝化槽内で除去される総窒素量

＝ Ｑ×流入T-N ×10-3 除去窒素 20 mg/L

＝ 110 m3/日× 20 2.20 kg-BOD/日

c: 硝化槽内汚泥の内生呼吸による酸素の割合 0.07 kg-O2/kgｰMLSS･日

119.2 m3× 4,000 1 ×10-3 ＝ 476.8 kg

O2＝ 4.57 2.20 0.07 476.8 ＝ 43.43 kg/日

5.0% の余裕を見込む  → 45.6 kg/日

必 要 空 気 量 散気水深 3.9 m

AR　＝ O２ / (T×ρ×Ｎ×60 )

T: ばっ気時間 24時間

ρ: 空気比重量   ＝ 0.277 kg-O2/m3

η: 酸素溶解効率 ＝ 5.0%

∴ AR　＝ 45.6 24.0 0.277 0.050 ×　60)＝ 2.286 m3/分

ばっ気強度より

必 要 空 気 量 ばっ気強度を 1.5 m3/m3･時とする。

119.2 m3× 1.5 m3/m3･時÷60分＝ 2.980 m3/分

2.29 m
3
/分＜ 2.980 m

3
/分

mg/l×10-3＝

mg/l×

× ＋ ×

(

×/( ×
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③再ばっ気槽用

所 要 酸 素 量 計 算

Ｏ2＝ a･Lr＋b･Sa

ａ: BOD除去にかかわる酸素量の係数 0.6 kg-O2/kg-BOD

Lr： 除去BOD量 前処理での除去率 70% として

＝ 110 m3/日×( 15 1.65 kg-BOD/日

ｂ: 再ばっ気槽内汚泥の内生呼吸による酸素量の係数0.07 kg-O2/kgｰMLVSS･日

Sa： ばっ気槽内総MLVSS量

23.41 m3× 4,000 1 ×10-3 ＝ 93.6 kg

O2＝ 0.6 1.7 0.07 93.6 ＝ 7.54 kg/日

5.0% の余裕を見込む  → 7.92 kg/日

必 要 空 気 量 散気水深 3.8 m

AR　＝ O２ / (T×ρ×Ｎ×60 )

T: ばっ気時間 24時間

ρ: 空気比重量   ＝ 0.277 kg-O2/m3

η: 酸素溶解効率 ＝ 5.0%

∴ AR　＝ 7.92 24.0 0.277 0.050 ×　60)＝ 0.397 m3/分

ばっ気強度より

必 要 空 気 量 ばっ気強度を 1.5 m3/m3･時とする。

23.41 m3× 1.5 m3/m3･時÷60分＝ 0.585 m3/分

0.397 m
3
/分＜ 0.585 m

3
/分

合 計 必 要 量 0.971 m3/分＋ 2.980 m3/分＋ 0.585 m3/分＝ 4.536 m3/分

所 要 能 力 4.536 m3/分÷ 2 台＝ 2.268 m3/分

台 数 3 台（内 1 台予備）

③逆洗空気確認

必 要 空 気 量 逆洗強度を 3.0 m3/m3･時とする。

酸化槽 38.85 m3× 3.0 m3/m3･時÷60分÷2＝ 0.97 m3/分

硝化槽 119.19 m3× 3.0 m3/m3･時÷60分÷2＝ 2.98 m3/分

脱窒槽 58.93 m3× 3.0 m3/m3･時÷60分÷2＝ 1.47 m3/分

再ばっ気槽 23.41 m3× 3.0 m3/m3･時÷60分÷2＝ 0.59 m3/分

以上最大値 2.98 m3/分

既存能力 3.66 m3/分 OK

※既存利用可

)mg/l×10-3＝

mg/l×

× ＋ ×

(

×/( ×
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４．第２凝集沈殿処理設備

1) 第2混和槽

流 入 汚 水 量 137.02 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 5 分間以上とする。

137.02 m3/日÷ 1,440 分/日× 5 分間 ＝ 0.476 m3

寸 法 1.20 ｍ巾  × 0.80 ｍ長  × 1.00 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 0.96 m3＞ 0.476 m3 2.02 倍

2) 第2凝集槽

流 入 汚 水 量 137.02 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 20 分間以上とする。

137.02 m
3
/日÷ 1,440 分/日× 20 分間 ＝ 1.904 m

3

寸 法 1.20 ｍ巾  × 1.20 ｍ長  × 1.40 ｍ有効深 1 槽

実 容 量 2.02 m
3
＞ 1.904 m

3 1.06 倍

3) 第2凝集沈殿槽

流 入 汚 水 量 137.02 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 3 時間以上とする。

137.02 m3/日÷ 24 時間/日× 3 時間 ＝ 17.13 m3

水 面 積 負 荷 流入汚水量に対して 20 m3/m2･日以下とする。

137.02 m3/日÷ 20 m3/m2･日 ＝ 6.86 m2以上

越 流 堰 負 荷 流入汚水量に対して 100 m
3
/ｍ･日以下とする。

137.02 m
3
/日÷ 100 m

3
/m･日 ＝ 1.371 ｍ以上

寸 法 3.2 ｍ  × 3.2 ｍ長  × 2.55 ｍ水深× 1 槽

実 容 量 26.1 m3  ＞ 17.1 m3 1.52 倍

実 水 面 積 10.24 m2≧ 6.86 ㎡ 1.49 倍

4) 第2凝集汚泥引抜ポンプ

引 抜 汚 泥 量 2.06 m
3
/日 （汚泥処理設備計算より）

運 転 時 間 3 時間

12 回/日 × 15 分/回 ÷ 60分/時間 ＝ 3 時間

所 要 能 力 2.06 m3/日÷ 3 時/日＝ 0.69 m3/時＝ 0.012 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 1.00 0.69 m3/時＝ 0.012 m3/分

既存能力 1.05 m3/時 OK

※既存利用可

5) 第2中和槽

流 入 汚 水 量 134.96 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 10 分間以上とする。

134.96 m3/日÷ 1,440 分/日× 10 分間 ＝ 0.937 m3

寸 法 1.00 ｍ巾  × 1.00 ｍ長  × 1.10 ｍ有効深 1 槽

0

実 容 量 1.100 m3＞ 0.937 m3 1.17 倍
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５．高度処理設備

1) ろ過原水槽

流 入 汚 水 量 134.96 m3/日

所 要 容 量 流入汚水量の 1 時間以上とする。

134.96 m3/日÷ 24 時間/日× 1 時間 ＝ 5.624 m3

寸 法 1.00 ｍ巾  × 2.60 ｍ長  × 3.70 ｍ有水深× 1 槽

実 容 量 9.62 m3  ＞ 5.624 m3 1.71 倍

2) ろ過原水ポンプ

流 入 汚 水 量 134.96 m3/日

運 転 時 間 23.0 時間/日

所 要 能 力 134.96 m
3
/日÷ 23.0  時間 ÷ 60分/時 ＝ 0.098 m

3
/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 既存能力 0.11 m3/分 OK

※既存利用可

3) 砂ろ過塔

処 理 水 量 134.96 m3/日＝ 5.87 m3/時

運 転 時 間 23 時間/日（逆洗工程を除く） 150 ～ 200 m
3
/m2･日

ろ 過 速 度 6.5 ｍ/時以下 6.25 ～ 8.33 m/時

逆 洗 速 度 30 ｍ/時 30 ～ 60 m/時

逆 洗 時 間 10 分/回 （1回/日）

数 量 1 基

必 要 ろ 過 面 積 5.87 m3/時 ÷ 6.5 ｍ/時 ＝ 0.904 m2

必 要 径 1.073 ｍφ → 1.10 ｍφ とする ＞φ0.9

実 ろ 過 面 積 0.950   m2

逆 洗 水 量 0.950 m2  × 30 ｍ/時 ÷ 60分 ＝ 0.475 m3/分

逆 洗 排 水 量 0.475 m3/分 × 10 分/回 ＝ 4.75 m3/回

空洗ブロア

必 要 空 気 量 実面積に対して 30 m3/h・m2とする。 30～60

所 要 能 力 0.950 m2× 30.0 m3/h・m2 28.5 m3/時＝ 0.48 m3/分

既存能力 0.85 m3/分

4) 活性炭原水槽 ※既存利用可

流 入 汚 水 量 134.96 m
3
/日

所 要 容 量 流入汚水量の 1 時間以上とする。

134.96 m3/日÷ 24 時間/日× 1 時間 ＝ 5.624 m3

寸 法 0.90 ｍ巾  × 2.50 ｍ長  × 3.65 ｍ有水深× 1 槽

柱控除 ｍ巾  × ｍ長  × ｍ有水深× 0 槽

実 容 量 8.21 m3  ＞ 5.624 m3 1.46 倍

※塔径不足のため要更新

＝
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5) 活性炭吸着原水ポンプ

流 入 汚 水 量 134.96 m
3
/日

運 転 時 間 23.0 時間/日

所 要 能 力 134.96 m3/日÷ 23.0  時間 ÷ 60分/時 ＝ 0.098 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 既存能力 0.11 m3/分 OK

※既存利用可

6) 活性炭吸着塔

処 理 水 量 134.96 m3/日 ＝ 5.87 m3/時

運 転 時 間 23 時間/日

通 水 速 度 5.0 ｍ/時 5.22 120

空 間 速 度 2.5 m3/m3・時 1 1程度

逆 洗 速 度 30 ｍ/時 30～40

逆 洗 時 間 10 分/回 （1回/週）

COD 吸 着 量 0.1 ㎏・COD/㎏

活 性 炭 比 重 400 ㎏/m3以下

数 量 2 基 

必 要 通 水 面 積 5.87 m3/時 ÷ 5.0 ｍ/時 ＝ 1.174 m2

必 要 径 1.223 ｍφ → 1.25 ｍφ とする ＞φ0.9

実 通 水 面 積 1.227  m2

必 要 充 填 量 5.87 m3/時÷ 2.5 m3/m3･時= 2.35 m3

必 要 充 填 高 2.35 m3 ÷ 1.227 m2 ＝ 1.91 m

1.91 mH ÷ 2 基  ＝ 0.96 ｍH/基とする

寸 法 1.25 ｍφ × 1.40 ｍH（充填高）/基（ライフ考慮）

実 充 填 量 1.72 m3× 2 基  ＝ 3.44 m3

逆 洗 水 量 1.227 m2  × 30 ｍ/時 ÷ 60分 ＝ 0.614 m3/分

逆 洗 排 水 量 0.614 m3/分 × 10 分/回 ＝ 6.140 m3/回

6.140 m3/回÷   1 回/週÷ 7日/週 × 2 基   ＝ 1.75 m3/日

活 性 炭 量 1.25 2ｍφ × π/4× 2.80 ｍH ＝ 3.43 m3

除 去 Ｃ Ｏ Ｄ 量 110 m
3
/日 × 10 mg/l ×  10

-3 
＝ 1.100 ㎏･COD/日

交 換 頻 度 125  日

7) 処理水槽

所 要 容 量 下記の逆洗水量いずれか大きい値の 1.5 倍とする

砂ろ過器 4.75 m3/回

活性炭吸着塔 12.28 m3/回 2 塔

12.28 m3/回× 1.5 倍＝ 18.42 m3

寸 法 1.40 ｍ巾  × 3.50 ｍ長  × 3.60 ｍ水深 × 1 槽

柱控除 -0.80 ｍ巾  × 0.20 ｍ長  × 3.60 ｍ有水深× 1 槽

実 容 量 17.06 m3  ＞ 18.42 m3 0.93 倍

※塔径不足のため要更新

隣接の汚泥貯留槽と底部開口にて連結し容量を確保
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8) 逆洗ポンプ

逆 洗 水 量

砂ろ過器 0.475 m3/分

活性炭吸着塔 0.614 m3/分

上記いずれか大きい値を採用する

所 要 能 力 0.614 m3/分 × 1.0 倍 ＝ 0.614 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 既存能力 0.44 m3/分 NG

※能力不足のため、更新必要
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６．消毒放流設備

1) 消毒槽 ※現在休止中

計 画 汚 水 量 128.46 m3/日

所 要 容 量 計画汚水量の 15 分間以上とする。

128.46 m3/日÷ 1,440 分/日× 15 分間 ＝ 1.339 m3

寸 法 2.40 ｍ巾  × 1.40 ｍ長  × 0.80 ｍ水深 × 1 槽

実 容 量 2.69 m3  ＞ 1.339 m3 2.01 倍

2) 放流槽

計 画 汚 水 量 128.46 m3/日

所 要 容 量 計画汚水量の 15 分間以上とする。

128.46 m
3
/日÷ 1,440 分/日× 15 分間 ＝ 1.339 m

3

寸 法 5.15 ｍ巾  × 1.40 ｍ長  × 2.00 ｍ水深 × 1 槽

柱控除 -0.80 ｍ巾  × 0.20 ｍ長  × 2.00 ｍ有水深× 1 槽

実 容 量 14.10 m3  ＞ 1.339 m3 10.53 倍

3) 放流ポンプ

計 画 汚 水 量 128.46 m3/日

運 転 時 間 24.0 時間/日

所 要 能 力 128.46 m3/日÷ 24  時間 ÷ 60分/時 ＝ 0.090 m3/分

台 数 2 台（内 1 台予備） 既存能力 0.11 m3/分 OK

※既存利用可
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７．汚泥処理設備 ※現在休止中

1) 汚泥発生量

ａ．第1凝集沈殿槽からの汚泥発生量

Ｃａ除去の汚泥変換率 1.000 ㎏-ds/kg

BOD除去の汚泥変換率 0.40 ㎏-ds/kg-BOD

SS除去による汚泥発生量 1.0 ㎏-ds/kg

凝集剤による汚泥発生量 0.66 ㎏-ds/kg （FeCl3

炭酸ソーダからの発生量 Ｑ× 除去分Ｃａ濃度 × 1.000 2.5 倍

110 m3/日× ( 4,400 100 ) ×10-3× 2.50 1,182.5 kg/日

BODからの発生量 Ｑ× 除去分ＢＯＤ濃度 × 40%

110 m3/日× ( 50 50 ) ×10-3× 0.4 0.00 kg/日

SSからの発生量 Ｑ× 除去分SS濃度 × 100% 1

110 m3/日× ( 100 30 ) ×10-3× 1.0 7.70 kg/日

凝集剤からの発生量 添加率 150 mg/l FeCl3

150 mg/l×106.87/162.21＝ 98.8 mg/l

110 m3/日× 150 mg/l× 0.66 ×10-3＝ 10.89 kg/日

合  計 1,201.1 kg/日

汚 泥 含 水 率 97.5 ％    (  ＝ 25 kg/m3)

ｶ ﾙ ｼ ｳ ﾑ 汚 泥 量 1,201.1 kg/日 ÷ 25 kg/m3 ＝ 48.04 m3/日

ｂ．第2凝集沈殿槽からの汚泥発生量

BOD除去の汚泥変換率 0.4 ㎏-ds/kg-BOD

SS除去による汚泥発生量 1.0 ㎏-ds/kg

ﾒﾀﾉｰﾙのBOD換算 0.4 kg-BOD/kg-CH3OH

凝集剤による汚泥発生量 0.66 ㎏-ds/kg （FeCl3

BODからの発生量 Ｑ× 除去分ＢＯＤ濃度 × 40%

110 m3/日× ( 50 20 ) ×10-3× 0.4 1.32 kg/日

SSからの発生量 Ｑ× 除去分SS濃度 × 100%

110 m3/日× ( 30 10 ) ×10-3× 1.0 2.20 kg/日

ﾒﾀﾉｰﾙからの発生量 ﾒﾀﾉｰﾙ量 6.60 kg/日

6.60 kg/日× 0.4 ㎏/㎏÷ 1.3 ＝ 2.03 kg/日

凝集剤からの発生量 添加率 150 mg/l FeCl3

150 mg/l×106.87/162.21＝ 98.8 mg/l

110 m3/日× 150 mg/l× 0.66 ×10-3＝ 10.89 kg/日

合  計 1.32 kg/日＋ 2.20 kg/日＋ 2.03 kg/日＋

10.89 kg/日＝ 16.44 kg/日

余剰汚 泥含 水率 99.2 ％    (  ＝ 8 kg/m3)

余 剰 汚 泥 量 16.44 kg/日 ÷ 8 kg/m3 ＝ 2.06 m3/日

＝

＝

＝
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2) カルシウム汚泥貯留槽

汚 泥 量 ｶﾙｼｳﾑ汚泥 48.04 m
3
/日 1,201.1 kg/日 97.5%

濃縮汚泥量 2.06 m3/日 16.4 kg/日 98.0%

合計 50.10 m3/日 1217.5 kg/日 97.6%

所 要 容 量 3 日間以上とする。

必 要 量 50.10 m3/日× 4 日間＝ 200.40 m3

寸 法 5.00 ｍ巾  × 5.20 ｍ長  × 3.50 ｍ水深 × 1 槽

実 容 量 91.0 m3  ＜ 200.40 m3 0.45 倍

・ 実 貯 留 日 数 91.0 m3 ÷ 50.10 m3/日 ＝ 1.8 日

必 要 空 気 量 ばっ気強度を 1.5 m3/m3･時とする。

150.3 m3× 1.5 m3/m3･時 ÷ 60分 ＝ 3.76 m3/分

既存能力： 1.8 m
3
/分 NG

※能力不足のため更新必要

3) 汚泥供給ポンプ

供 給 汚 泥 量 50.10 m3/日

脱 水 時 間 6.0 時間/日 5 日/週

所 要 能 力 50.10 m3/日÷ 6.0  時間 × 7 日/ 5日 ＝ 11.69 m3/時

台 数 2 台（内 1 台予備） 0.195 m3/分

既存能力： 5.15 m3/時 NG

※能力不足のため更新必要

4) 汚泥脱水機 ＩＸ-50T

汚 泥 発 生 量 1,217.5 kg-ds/日 50.10 m3/日

脱 水 時 間 6.0 時間/日 5 日/週

所 要 能 力 1,217.5 kg-ds/日÷ 6.0  時間  ×  7 / 5＝ 284.1 kg-ds/時

50.10 m3/日÷ 6.0  時間  ×  7 / 5＝ 11.69 m3/時

所 要 能 力 284.1 kg-ds/時÷ 1 台 ＝ 284.1 kg-ds/時

既存能力 125.51 kg-ds/時 NG

※能力不足のため更新必要

脱水ｹｰｷ含水率 85.0 ％    (  ＝ 150 kg/m3)

脱 水 ｹ ｰ ｷ 量 1,217.5 kg-ds/日÷ 150 kg/m3 = 8.12 m3/日

脱 水 ろ 液 量 50.10 m3/日 － 8.12 m3/日 ＝ 41.98 m3/日

洗 浄 水 量 ① 15.00 m3/時 ÷60分/時× 10 分間 ＝ 2.50 m3/日

2.50 m
3
/日×5/7日＝ 1.786 m

3
/日

薬 注 量 ② 913 l/日×10
-3

＝ 0.913 m
3
/日

返 流 量 ① + ② 1.786 m3/日 ＋ 0.913 m3/日 ＝ 2.70 m3/日

5) 脱水汚泥貯留装置

所 要 容 量 脱水機運転日発生脱水ケーキ量の 1 日分以上とする。

必 要 量 8.12 m3/日× 1 日分 ×  7 / 5＝ 11.37 m3

既存容量 7.12 m3 NG

※容量不足のため、更新or運用方法で対
処が必要

４日分の容量を確保する
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８．薬品注入設備 ※各薬液貯槽の貯留日数は仮設定です

1) 炭酸ソーダ注入設備 ※現在休止中

溶 液 性 状 5.0% に 溶解して使用 比重 1.05

添 加 率 流入ｶﾙｼｳﾑ量に対して 2.65 倍（ｇ/ｇ）

使 用 量 110 m3/日× 4,300 mg/l× 10-3× 2.65 1,253.5 kg/日

注 入 量 1,253.5 kg/日÷( 0.0500 × 1.05 ）＝ 23,876 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 23,876 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 16.58 l/分

既存能力 17.19 L/min OK

滞 留 時 間 1.5 時間 1.2 19.9 l/分

タ ン ク 容 量 23,876 l/日÷ 24時間× 1.5 時間＝ 1,492 ㍑以上

既存容量 1,500 ㍑　 OK

粉 末 貯 留 日 数 10 日間 嵩 比 重 1.02

ﾎ ｯ ﾊ ﾟ ｰ 必 要 容量 1,253.5 kg/日÷ 1.02 × 9 日間＝ 11,060 ㍑以上

↑仮設定 既存容量 12,000 ㍑OK

2) 酸注入設備

① 酸注入設備（第1中和槽） ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 24% 比重 1.175

添 加 率 100 mg/l （as H2SO4）

使 用 量 110 m3/日× 100 mg/l× 10-3＝ 11.00 kg/日

注 入 量 11.00 kg/日÷( 0.24 × 1.175 ）＝ 39.0 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 39.0 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 27.1 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 39.0 l/日× 10 日間＝ 390 ㍑以上

② 酸注入設備（第2混和槽）

溶 液 性 状 濃度 24% 比重 1.175

添 加 率 100 mg/l （as H2SO4）

使 用 量 110 m3/日× 100 mg/l× 10-3＝ 11.00 kg/日

注 入 量 11.00 kg/日÷( 0.24 × 1.175 ）＝ 39.0 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 39.0 l/日÷ 1,440 分/日× 10
3 
＝ 27.1 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 39.0 l/日× 10 日間＝ 390 ㍑以上

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

＝
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③ 酸注入設備（第2中和槽） 安全設備 ※現状常用だが安全設備でも問題ない

溶 液 性 状 濃度 24% 比重 1.175

添 加 率 100 mg/l （as H2SO4）

使 用 量 110 m3/日× 100 mg/l× 10-3＝ 11.00 kg/日

注 入 量 11.00 kg/日÷( 0.24 × 1.175 ）＝ 39.0 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 39.0 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 27.1 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 0 日間（安全設備のため容量に見込まない）

タ ン ク 容 量 39.0 l/日× 0 日間＝ 0 ㍑以上

合 計 タ ン ク 容 量 390 ㍑ ＋ 390.0 ㍑ + 0 ㍑＝ 780

既存容量 1,500 ㍑　OK

3) アルカリ注入設備

1) アルカリ注入設備（第1混和槽） 安全設備 ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 25% 比重 1.27

添 加 率 100 mg/l （as NaOH）

使 用 量 110 m3/日× 100 mg/l× 10-3＝ 11.00 kg/日

注 入 量 11.00 kg/日÷( 0.25 × 1.27 ）＝ 34.6 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 34.6 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 24.0 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 0 日間（安全設備のため容量に見込まない）

タ ン ク 容 量 34.6 l/日× 0 日間＝ 0 ㍑以上

2) アルカリ注入設備（硝化槽） ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 25% 比重 1.27

添 加 率 250 mg/l （as NaOH）

使 用 量 110 m3/日× 250 mg/l× 10-3＝ 27.50 kg/日

注 入 量 27.50 kg/日÷( 0.25 × 1.27 ）＝ 86.6 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 86.6 l/日÷ 1,440 分/日×10⁻³ ÷2系統＝ 30.1 ml/分

既存能力 60 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 86.6 l/日× 10 日間＝ 866 ㍑以上

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可
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3) アルカリ注入設備（第2中和槽）

溶 液 性 状 濃度 25% 比重 1.27

添 加 率 100 mg/l （as NaOH）

使 用 量 110 m3/日× 100 mg/l× 10-3＝ 11.00 kg/日

注 入 量 11.00 kg/日÷( 0.25 × 1.27 ）＝ 34.6 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 34.6 l/日÷ 1,440 分/日× 10⁻³　＝ 24.0 ml/分

既存能力 100 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 34.6 l/日× 10 日間＝ 346 ㍑以上

合 計 タ ン ク 容 量 0 ㍑ ＋ 866.0 ㍑ + 346 ㍑以上= 1,212 ㍑

既存容量 2,000 ㍑　OK

4) リン酸注入設備 ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 75% 比重 1.58

添 加 率 1.0% （BOD量に対して）

希 釈 倍 率 10 倍 比重 1.04

使 用 量 50 mg/l× 0.01 ＝ 0.50 mg/l

110 m3/日× 0.50 g/m3×98/31×10-3＝ 0.174 kg/日

注 入 量 0.174 kg/日÷ 0.750 ＝ 0.232 kg/日

0.232 kg/日÷ 1.04 × 10 倍  ＝ 2.23 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 2.23 l/日÷ 1,440 分/日×10⁻³ ÷2系統＝ 0.77 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 2.23 l/日× 10 日間＝ 22.3 ㍑以上

既存容量 50 ㍑　OK

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

-21 -



5) メタノール注入設備（酸化槽、脱窒槽） ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 50% 比重 0.92

添 加 量 3.00 （倍/T-N）

除 去 Ｔ - Ｎ 濃 度 80 mg/l － 60 mg/l ＝ 20 mg/l

使 用 量 20 mg/l× 3.00 ＝ 60 mg/l

110 m3/日× 60 mg/l× 10-3＝ 6.60 kg/日

注 入 量 6.60 kg/日÷( 0.50 × 0.920 ）＝ 14.3 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 14.3 l/日÷ 1,440 分/日×10⁻³ ÷2系統＝ 4.965 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 14.3 l/日× 10 日間＝ 143 ㍑以上

既存容量 1,500 ㍑　OK

6) 凝集剤注入設備 塩化第二鉄

1) 凝集剤注入設備（第１混和槽） ※現在休止中

溶 液 性 状 濃度 38% 比重 1.38

添 加 率 150 mg/l

使 用 量 110 m
3
/日× 150 mg/l× 10

-3
＝ 16.50 kg/日

注 入 量 16.50 kg/日÷( 0.38 × 1.38 ）＝ 31.46 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 31.46 l/日÷ 1,440 分/日× 10
3 
＝ 21.85 ml/分

既存能力 30 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 31.46 l/日× 10 日間＝ 314.6 ㍑以上

2) 凝集剤注入設備（第2混和槽）

溶 液 性 状 濃度 38% 比重 1.38

添 加 率 150 mg/l

使 用 量 110 m3/日× 150 mg/l× 10-3＝ 16.50 kg/日

注 入 量 16.50 kg/日÷( 0.38 × 1.38 ）＝ 31.46 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 31.46 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 21.85 ml/分

既存能力 60 ｍL/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 31.46 l/日× 10 日間＝ 314.6 ㍑以上

合 計 タ ン ク 容 量 314.6 ㍑ ＋ 314.6 ㍑以上= 629 ㍑

既存容量 1,500 ㍑　 OK

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可
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7) 凝集助剤供給設備

溶 液 性 状 0.10% に 溶解して使用 比重 1.0

添 加 率 1.0 mg/l 第1凝集

使 用 量 110 m3/日× 1.0 mg/l× 10-3＝ 0.11 kg/日

注 入 量 0.11 kg/日÷( 0.0010 × 1.0 ）＝ 110.0 l/日

添 加 率 1.0 mg/l 第2凝集

使 用 量 110 m3/日× 1.0 mg/l× 10-3＝ 0.11 kg/日

注 入 量 0.11 kg/日÷( 0.0010 × 1.0 ）＝ 110.0 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 110.0 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 76.4 ml/分

既存能力 240 L/min OK

滞 留 時 間 1.5 時間

タ ン ク 容 量 220.0 l/日÷ 24時間× 1.5 時間＝ 13.75 ㍑以上

既存容量 500 ㍑　 OK

粉 末 貯 留 日 数 10 日間 嵩 比 重 0.6

ﾎ ｯ ﾊ ﾟ ｰ 必 要 容量 0.22 kg/日÷ 0.6 × 10 日間= 3.67 ㍑以上

既存容量 30 ㍑OK

(8) 脱水助剤（ｶﾁｵﾝ）供給設備

溶 液 性 状 濃度 0.20% 比重 1.0

添 加 率 対ｄｓ㎏当り 0.15%

薬 品 使 用 量 1,217.53 kg-ds/日× 0.0015 ＝ 1.826 kg/日

注 入 量 1.826 kg/日÷( 0.0020 × 1.0 ）＝ 913.0 l/日

脱 水 時 間 6.0 時間/日 5 日/週

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 913.0 ｌ/日÷ 6.0  時間 × 7日/5日 ＝ 213.03 l/時

既存能力 360 L/min OK

滞 留 時 間 1.5 時間 3.56 l/分

タ ン ク 容 量 213.0 l/時 × 1.5 時間＝ 320 ㍑以上

既存容量 2,000 ㍑　 OK

粉 末 貯 留 日 数 10 日間 嵩 比 重 0.60

ﾎ ｯ ﾊ ﾟ ｰ 必 要 容量 2.556 kg/日÷ 0.60 × 7 日間＝ 29.82 ㍑以上

既存容量 30 ㍑OK

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可

※既存利用可
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10) スケール分散剤注入設備 ※現在休止中　カルシウム除去設備を稼働させない場合、再稼働を推奨します。

溶 液 性 状 濃度 100% 比重 1.1 kg/l

添 加 率 20 mg/l 

使 用 量 110 m3/日× 20 mg/l× 10-3＝ 2.20 kg/日

注 入 量 2.20 kg/日÷( 1.00 × 1.100 ）＝ 2.0 l/日

ﾎ ﾟ ﾝ ﾌ ﾟ 所 要 能 力 2.0 l/日÷ 1,440 分/日× 103 ＝ 1.4 ml/分

既存能力 100 L/min OK

貯 留 日 数 10 日間

タ ン ク 容 量 2.0 l/日× 10 日間＝ 20 ㍑以上

既存容量 500 ㍑　 OK

(9) 消毒設備　　　　 ※現在休止中

薬 品 性 状 有効塩素 70% 固体

添 加 率 5 mg/l

使 用 量 110 m3/日× 5 mg/l× 10-3＝ 0.550 kg/日

0.550 kg/日÷ 0.700 ＝ 0.786 kg/日

貯 留 日 数 10 日間

滅 菌 器 容 量 0.786 ㎏/日× 10 日間＝ 7.86 ㎏以上

９．給水排水設備

1) 自動給水ユニット（プラント）

所 要 条 件 各薬品溶解水、脱水機洗浄水必要量

使 用 量 炭酸ソーダ溶解水 23,876 ㍑/日 ㍑/回

リン酸希釈水 2.23 ㍑/日 ㍑/回

凝集助剤溶解水 220 ㍑/日 ㍑/回

脱水助剤溶解水 913 ㍑/日 1,278 ㍑/運転日 ㍑/回

脱水機洗浄水 1,786 ㍑/日 2,500 ㍑/日 2,500 ㍑/回

26,797 ㍑/日 3,778

タ ン ク 容 量 １日給水量の 6 時間分以上又は1回当たり最大使用水量の以上

26,797  ㍑/日 ×24時間/日× 6 時間＝ 6,699 ㍑以上

11,000 ㍑ ＞ 6,699 ㍑ 既存 11,000 ㍑ OK

※既存利用可

必 要 給 水 量 脱水機洗浄水量、各薬品溶解槽、及び補給水を同時に給水できる能力とする

炭ソ 40.00 ㍑/分 × 1 箇所 ＝ 40 ㍑/分 水栓1ヶ分

リン・脱水助剤・凝集助材 20.00 ㍑/分 × 1 箇所 ＝ 20 ㍑/分 リン、脱水助剤は除く

脱水洗浄 2,500 ㍑/回 ÷ 10 分/回＝ 250 ㍑/分

手洗水栓（予備） 20 ㍑/分

合計 330.0 ㍑/分＝ 330 ㍑/分 単独交互

既存能力 0.12 ｍ3/min NG

※能力不足のため、更新必要

※既存利用可

※既存利用可
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　水槽容量比較表

処理水量：110m³/日での必要容量（既存施設計画水量：90ｍ³/日）

水槽名 単位 ①必要容量 ②有効容量 比率（②/①） 備考

沈砂槽 ｍ3 0.076 0.290 3.82

原水槽 ｍ3 33.600 51.50 1.53

反応槽 ｍ3 1.286 1.288 1.00

第１混和槽 ｍ3 0.643 1.100 1.71

凝集槽 ｍ3 2.580 2.590 1.00

第1凝集沈殿槽 ｍ3 9.250 10.240 1.11

第１中和槽 ｍ3 0.952 1.380 1.45

酸化槽 ｍ3 19.430 22.680 1.17

硝化槽 ｍ3 117.300 119.190 1.02

脱窒槽 ｍ3 48.900 58.900 1.20

再ばっ気槽 ｍ3 17.130 23.400 1.37

第２混和槽 ｍ3 0.476 0.960 2.02

第２凝集沈殿槽 ｍ3 1.910 2.020 1.06

第２中和槽 ｍ3 17.100 26.100 1.53

ろ過原水槽 ｍ3 0.937 1.100 1.17

活性炭原水槽 ｍ3 5.624 9.620 1.71

処理水槽 ｍ3 18.420 17.060 0.93
隣接する汚泥貯留槽
を用途変更で対応

消毒槽 ｍ3 1.339 2.690 2.01

放流槽 ｍ3 1.339 14.100 10.53

汚泥濃縮槽 ｍ3 - - - 不要と考えられます

汚泥貯留槽 ｍ3 - 16.380 -
活性炭原水槽と
して用途変更

カルシウム汚泥貯留槽 ｍ3 150.300 91.000 0.61
４日分を確保
汚泥処理稼働の場合

　　　接触材容量一覧

水槽名 単位 ①水槽有効容量 ②充填材容量 充填率（②/①） 備考

酸化槽 ｍ3 38.90 22.68 58.3% 50％以上：OK

硝化槽 ｍ3 119.2 61.32 51.4%
充填高さ+100mm
必要

脱窒槽 ｍ3 58.93 38.7 65.7% 60％以上：OK

再ばっ気槽 ｍ3 23.40 12.24 52.3% 50％以上：OK



主要配管口径計算書

№ 流量 Qm3/分 流速V m/sec 必要面積A ㎡ 必要管径Dφ 既存管径φ 実流速m/sec 判定 備考

A ポンプ系統 基準 A=Q/(V×60) D=(4A/π)1/2

1 集水ポンプ 0.220 2.0 0.0019 49.2 75 0.83 既存利用可 ポンプ口径

2 排砂ポンプ 0.039 2.0 0.0004 22.6 50 0.33 既存利用可 ポンプ口径

3 原水ポンプ 0.112 2.0 0.0010 35.7 50 0.95 既存利用可 ポンプ口径

4 ろ過原水ポンプ 0.098 2.0 0.0009 33.9 75 0.37 既存利用可 ポンプ口径

5 活性炭吸着原水ポンプ 0.098 2.0 0.0009 33.9 75 0.37 既存利用可 ポンプ口径

6 ろ過・活性炭逆洗ポンプ 0.614 2.0 0.0052 81.4 75 2.32 口径不足 φ100が望ましい

7 放流ポンプ 0.090 2.0 0.0008 32.0 65 0.45 既存利用可

B 汚泥系統

1 第１凝集槽汚泥引抜ポンプ　吸込管 0.010 1.0 0.0002 16.0 65 0.05 既存利用可

第１凝集槽汚泥引抜ポンプ　吐出管 0.010 1.0 0.0002 16.0 65 0.05 既存利用可

2 第２凝集沈殿槽汚泥引抜ポンプ　吸込管 0.012 1.0 0.0002 16.0 40 0.16 既存利用可

第２凝集沈殿槽汚泥引抜ポンプ　吐出管 0.012 1.0 0.0002 16.0 40 0.16 既存利用可

3 濃縮汚泥引抜ポンプ　吸込管 - 1.0 - - 40 - -

濃縮汚泥引抜ポンプ　吐出管 - 1.0 - - 40 - -

4 汚泥供給ポンプ　吸込管 0.195 1.0 0.0033 64.9 65 0.98 既存利用可

汚泥供給ポンプ　吐出管 0.195 1.0 0.0033 64.9 65 0.98 既存利用可

C 自然流下系統

1 第1凝集槽⇒第1凝集沈殿槽 0.129 0.3 0.0072 95.8 150 0.12 既存利用可

2 分配槽⇒酸化槽 0.048 0.3 0.0027 58.7 100 0.10 既存利用可 ２系列

3 脱窒槽⇒再ばっ気槽 0.048 0.3 0.0027 58.7 100 0.10 既存利用可

4 再ばっ気槽⇒第２混和槽 0.048 0.3 0.0027 58.7 150 0.05 既存利用可

5 第2凝集槽⇒第2凝集沈殿槽 0.048 0.3 0.0027 58.7 150 0.05 既存利用可

6 汚泥濃縮槽⇒調整槽1号 - - - - 65 - - 不要と考えられます

移送先を汚泥貯留槽へ変
更することをお勧めします

不要と考えられます
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主要配管口径計算書

№ 流量 Qm3/分 流速V m/sec 必要面積A ㎡ 必要管径Dφ 既存管径φ 実流速m/sec 判定 備考

Ｄ 空気系統 基準 A=Q/(V×60) D=(4A/π)1/2

1 撹拌ブロワ　吐出 2.26 12 0.0031 63.3 50 19.19 既存利用可 ブロワ口径

撹拌ブロワ　主管 2.26 12 0.0031 63.3 65 11.36 既存利用可

2 ばっ気ブロワ　吐出 3.36 12 0.0047 77.2 65 16.88 既存利用可 ブロワ口径

ばっ気ブロワ　主管-1 3.36 12 0.0047 77.2 80 11.15 既存利用可

酸化槽　散気主管 0.97 12 0.0014 41.5 50 8.25 既存利用可

酸化槽　逆洗主管 0.97 12 0.0014 41.5 40 12.87 既存利用可
逆洗流速は基準値より多少
早くてもOK

硝化槽　散気　主管 2.98 12 0.0041 72.7 80 9.89 既存利用可

硝化槽　逆洗主管 2.98 12 0.0041 72.7 65 14.98 既存利用可
逆洗流速は基準値より多少
早くてもOK

脱窒槽　逆洗 1.47 12 0.0021 51.2 50 12.48 既存利用可
逆洗流速は基準値より多少
早くてもOK

散気ブロワ　主管-2 0.59 12 0.0008 32.4 50 5.01 既存利用可

再ばっ気槽　散気 0.59 12 0.0008 32.4 50 5.01 既存利用可

再ばっ気槽　逆洗 0.59 12 0.0009 33.9 50 5.01 既存利用可

3 汚泥貯留槽ブロワ　吐出 2.22 12 0.0031 62.9 50 18.85 既存利用可 ブロワ口径

汚泥貯留槽　撹拌 2.10 12 0.0030 61.9 80 6.97 既存利用可

4 逆洗ブロワ　 0.850 12 0.0012 39 40 11.28 既存利用可 ブロワ口径

E 給水系統

1 給水主管 0.330 2.5 0.0022 53 40 4.38 口径不足 φ65が望ましい

2 炭酸ソーダ用軟水器 0.040 2.5 0.0003 19.6 40 0.53 既存利用可

3 脱水機洗浄水 0.250 2.5 0.0017 46.6 20 13.27 口径不足 φ50が望ましい
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既存設備の更新等計画案（※「修繕費の実績及び予定」を流用　【那覇エコアイランド】

仕様変更が伴う設備は、変更仕様を青文字で記載（既存と同能力で更新の場合、青文字としない）

型　式 仕　　様
状況・
箇所

１．流入調整設備

新設（新埋立地設置）
80A×0.067m³/min×22.5ｍ×3.7kW

チタンポンプを提案

更新
（耐用年数経過、長期休止のため）
30mL/min×0.015kW　ソレノイド駆動

既存と同能力で更新
（耐用年数経過、長期休止のため）

更新
（今後の長期稼働のため）

休止を継続
（汚泥処理設備休止の方針のため）

休止
（汚泥処理設備休止の方針のため）

休止
（汚泥処理設備休止の方針のため）

休止
（汚泥処理設備休止の方針のため）

既存と同能力で更新・再稼働
（耐用年数経過、長期休止のため）

更新（耐用年数経過）
50A×1.29ｍ³/min×35kPa×2.2kW

左記理由により撤去若しくは休止

再設置
50A×0.039ｍ³/min×6ｍ×0.4kW

更新（耐用年数経過）
50A×0.12ｍ³/min×8ｍ×0.4kW

チタンポンプを提案

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

更新
仕様は新設埋立地計画確定後検討

更新
32A×0.044ｍ³/min×22.5ｍ×1.1kW

井戸径：φ100

設備名
（那覇エコアイランド）

集水装置
浮体式集水
装置

4.0m*4.24m³,SUS316
ﾎﾟﾝﾌﾟ吊り上げ装置
付

集水ポンプ（No.1)
（既存）

TOS80SFQ
23.7-63

80mm、0.22㎥/min、
22.5ｍ、3.7kw

集水ポンプ（No.2)
（既存）

〃 〃

ｽｹｰﾙ分散剤貯槽
*1

密閉角型タ
ンク

500L,PVC製,液面
計,点検蓋

休止

ｽｹｰﾙ分散剤貯槽

攪拌機*1
DSD-0.1 360rpm、0.1ｋｗ 　〃

ｽｹｰﾙ分散剤注入

ポンプ(No.1)*1
PZD-12-
VEC-HWJ

15mm、59.21Ｌ
/min、0.018kw

　〃

ｽｹｰﾙ分散剤注入

ポンプ(No.2)*1
〃 〃 　〃

自動細目スクリー

ン*1
自動掻揚式

目開き
2.0mm*0.22m3/min

　〃

排砂ポンプ*1

（取り外し)
TOS50SFQ
2.4-61

50mm,0.03㎥
/min,6.0ｍ,0.4kw

　〃(取り
外し)

原水ポンプ(No.1)
TOS50SFQ
2.4-61

50mm,0.12㎥
/min,8.0ｍ,0.4kw

原水ポンプ(No.2) 〃 〃

撹拌ブロア(No.1) ARH50S
50mm,2.26ｍ³
/min,35kpa,3.7kw

撹拌ブロア(No.2) 〃 〃

　〃

反応槽攪拌機*1 TGO4-0.4 375rpm、0.4ｋｗ 休止

２．第１凝集沈殿処理
設備

第１混和槽攪拌機
*1 TGO4-0.2 375rpm、0.2ｋｗ 　〃

第１凝集槽攪拌機
*1 TGO4-0.4 60rpm、0.4ｋｗ

第１凝集沈殿槽掻
寄機

CVVM05-
6180TA-TL-
9251

φ3.0ｍ、0.4ｋｗ
SUS316＋ﾀｰﾙｴﾎﾟ
ｷｼ塗装

第１凝集
沈殿槽

第一凝沈汚泥引
抜ポンプ(No.1)

NE-40MP
65mm,3.46㎥/ｈ
ｒ,0.2Mpa,2.2kw

休止

第一凝沈汚泥引
抜ポンプ(No.2)

〃 〃

汚泥移送配管洗
浄ポンプ(No.1)

TOS80SFQ
21.5-62

80mm,0.06㎥
/min,20.0ｍ,1.5kw

汚泥移送配管洗
浄ポンプ(No.2)

〃 〃

第１中和槽攪拌機
*1 SF-JRVO 360rpm、0.2ｋｗ

集水ポンプ（No.1)
（新設）

－ －

集水ポンプ（No.2)
（新設）

－ －

方針協議時の提案

キャッピングにつき
撤去の上、新埋立地へ

更新
井戸ポンプへの更新

既存利用可
チタンポンプへの更新を推奨
（軽量化、耐塩性能向上）

能力不足のため更新必要
（6.01ｍ³/時必要）

既存利用可

処理対象水の特性上不要と思われ
ます。（撤去）

既存利用可
カルシウム除去設備を利用しない
場合、再稼働をお勧めします

既存利用可
再設置推奨

新埋立地に設置

既存利用可
チタンポンプへの更新を推奨
（軽量化、耐塩性能向上）

既存利用可

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可
流入pH及び後段の生物処理設備
の再稼働の可否によりますが、再

稼働を推奨します



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

３．生物処理設備

再稼働・更新
（耐用年数経過、長期休止のため）
65A×2.98ｍ³/min×45kPa×5.5kW

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過、長期休止のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過、長期休止のため）

再稼働・更新（要状態確認）
ひも状接触材を提案
架台：SUS316

既存と同能力にて再稼働・更新
（耐用年数経過、長期休止のため）

再稼働・更新（要状態確認）
ひも状接触材を提案
架台：SUS316

再稼働・更新（要状態確認）
ひも状接触材を提案
架台：SUS316

再稼働・更新（要状態確認）
ひも状接触材を提案
架台：SUS316

　〃

　〃

　〃

　〃

酸化槽接触材架

台*1
SUS316

タールエポキシ塗
装

　〃

酸化槽接触材*1 板状接触材 79m2/m3 休止

ばっ気ブロア

(No.1)*1
ARH65S

65mm,3.66ｍ³
/min,45kpa,5.5kw

ばっ気ブロア

(No.2)*1
〃 〃

ばっ気ブロア

(No.3)*1
〃 〃

硝化槽接触材*1 板状接触材 79m2/m3

硝化槽接触材架

台*1
SUS316

タールエポキシ塗
装

休止

脱窒槽接触材*1 板状接触材 79m2/m3 　〃

脱窒槽接触材架

台*1
SUS316

タールエポキシ塗
装

　〃

1号脱窒槽攪拌機
*1

HTGP-
101LS6

14.1m³/min 　〃

2号脱窒槽攪拌機
*1

HTGP-
101LS6

〃 　〃

再ばっ気槽接触材
*1 板状接触材 79m2/m3 　〃

再ばっ気槽接触材

架台*1
SUS316

タールエポキシ塗
装

　〃

生物汚泥引抜ポン

プ(No.1)*1
NE-20MP

32mm、0.28㎥/ｈ
ｒ、0.2Mpa、0.4kw

　〃

生物汚泥引抜ポン

プ(No.2)*1
〃 〃 　〃

消泡水ポンプ*1

(取り外し)
TOS50SFQ
2.75-61

50mm,0.18㎥
/min,10.0ｍ,0.75kw

〃(取り外
し)

４．第2凝集沈殿処理
設備

第2混和槽攪拌機 TBO4-0.2X 375rpm、0.2ｋｗ
第2混和
槽

第2凝集槽攪拌機 TBO4-0.4 60rpm、0.4ｋｗ
第2凝集
槽

第2凝集沈殿槽汚
泥掻き寄せ機

0.4ｋｗ
SUS316＋ﾀｰﾙｴﾎﾟ
ｷｼ塗装

第2凝沈汚泥引抜
ポンプ(No.1)

NE-29MP
40mm,1.05㎥/ｈ
ｒ,0.2Mpa,0.75kw

第2凝沈汚泥引抜
ポンプ(No.2)

〃 〃

第2中和槽攪拌機 TBO4-0.2 375rpm、0.2ｋｗ
第2中和
槽

新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください
以下の設備以外、既存能力での再
稼働が可能です。
・硝化槽接触材の充填高さ不足の
ため、増設or更新必要

既存利用可

既存利用可

既存利用可

既存利用可

既存利用可

既存と同能力で更新・再稼働
（耐用年数経過、長期休止のため）



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

５．高度処理設備

6．消毒放流設備

更新（所要能力不足）
80A×0.62ｍ³/min×14ｍ×3.7kW

チタンポンプを提案

既存利用
新設埋立地共用開始後、流入水質によ

り薬剤再投入の可否を判断

更新（耐用年数経過）
50A×0.09ｍ³/min×10ｍ×0.4kW

チタンポンプを提案

更新（所要塔径不足）
5.87ｍ³/時×φ1,100

更新（耐用年数経過）
32A×0.48ｍ³/min×40kPa×1.5kW

休止
（圧縮空気供給先の設備が休止のため）

更新（所要能力不足）
80A×0.62ｍ³/min×14ｍ×3.7kW

チタンポンプを提案

更新（所要能力不足）
65A×0.098ｍ³/min×19.5ｍ×1.5kW

チタンポンプを提案

更新（所要塔径不足）
5.87ｍ³/時×φ1,250

更新（所要能力不足）
65A×0.098ｍ³/min×19.5ｍ×1.5kW

チタンポンプを提案

ろ過原水ポンプ
(No.1)

TOS50SFQ
21.5-62

80mm,0.11㎥
/min,19.5ｍ,1.5kw

ろ過原水
槽

ろ過原水ポンプ
(No.2)

〃 〃 〃

砂ろ過塔
水量：5.4ｍ³/時
ろ過面積：0.708ｍ²

空洗ブロア ARH40S
40mm,0.85ｍ³
/min,40kpa,1.5kw

砂ろ過装
置

計装用コンプレッ
サー(No.1)

POD-
1.5M5/6

165L/min、1.5ｋｗ
炭酸ｿｰﾀﾞ
溶解槽

計装用コンプレッ
サー(No.2)

〃 〃 〃

ろ過逆洗ポンプ
（砂ろ過）

TOS80SFQ
23.7-63

80mm,0.44㎥
/min,14.0ｍ,3.7kw

処理水槽

活性炭原水ポンプ
（No.1)

TOS80SFQ
21.5-62

80mm,0.11㎥
/min,19.5ｍ,1.5kw

活性炭原
水槽

活性炭原水ポンプ
（No.2)

〃 〃 〃

活性炭吸着塔
水量：5.4ｍ³/時
充填量：1.44ｍ³

活性炭逆洗ポンプ
TOS80SFQ
23.7-63

80mm,0.44㎥
/min,14.0ｍ,3.7kw

処理水槽

消毒装置*1 O型
5mg/L
固形錠剤充填型

休止

放流ポンプ(No.1)
TOS50SFQ
2.75-62

50mm,0.11㎥
/min,10.0ｍ,0.75kw

放流槽

放流ポンプ(No.2) 〃 〃 〃

既存利用可
チタンポンプへの更新を推奨
（軽量化、耐塩性能向上）

塔径不足のため更新

塔径不足のため更新

既存利用可

既存利用可

既存利用可
チタンポンプへの更新を推奨
（軽量化、耐塩性能向上）

能力不足のため更新必要
（0.475ｍ³/分必要）

能力不足のため更新必要
（0.614ｍ³/分必要）

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可
チタンポンプへの更新を推奨
（軽量化、耐塩性能向上）



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

７．汚泥処理設備

能力不足のため更新必要
（284.1kg-ds/時必要）

但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本計

画では休止とする

更新
（攪拌機他、電機品の耐用年数経過、長

期休止のため）
但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本計

画では休止とする

更新
（耐用年数経過、長期休止のため)

但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本計

画では休止とする

所要容量不足のため更新
（11.37ｍ³必要）

但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本計

画では休止とする

左記理由により休止を提案
（カルシウム汚泥の発生が無くても、生物
汚泥のみで脱水処理は行わないものと
考えられるため、生物汚泥はカルシウム
汚泥貯留槽に投入しても問題ないとの考

え）

能力不足のため更新必要
（3.76ｍ³/分必要）

但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本計

画では休止とする

能力不足のため更新必要
但し、新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断のため、本来
の用途としての利用はないが、生物汚泥
発生の際、引抜対応可能なよう稼働を見

込む
80A×11.69ｍ³/時×3.7kW

　〃

　〃

濃縮汚泥引抜ポン

プ(No.1)*1
NE-29MP

40mm,0.78㎥/ｈ
ｒ,0.2Mpa,0.75kw

濃縮汚泥引抜ポン

プ(No.2)*1
〃 〃

汚泥貯留槽撹拌ブ

ロア(No.1)*1
ARH50S

50mm,1.8ｍ³
/min,45kpa,3.7kw

汚泥貯留槽撹拌ブ

ロア(No.2)*1
〃 〃

汚泥供給ポンプ

(No.1)*1
NE-40MP

65mm,5.15㎥/ｈ
ｒ,0.2Mpa,2.2kw

　〃

汚泥供給ポンプ

(No.2)*1
〃 〃 　〃

汚泥脱水機
(未使用)

TSM20型
遠心脱水機
125.51kg-ds/時

未使用

脱水助剤溶解貯
槽
(未使用)

ホッパ：30L
溶解槽：2.0ｍ³

未使用

脱水助剤溶解貯

槽攪拌機*1
HMP-8005 　〃

脱水助剤注入ポン

プ(No.1)*1
PZD-153-
VT6E-FWX

15mm,12.58Ｌ
/min,0.75kw

　〃

脱水助剤注入ポン

プ(No.2)*1
〃 〃 　〃

脱水汚泥貯留装

置*1
SUS316＋塗装
有効容量：7.12ｍ³

　〃

既存利用可
新設埋立地共用開始後、脱水設備
の稼働可否により再稼働の可否を

判断ください
但しホッパ容量は７日分

既存利用可
新設埋立地共用開始後、脱水設備
の稼働可否により再稼働の可否を

判断ください

カルシウム汚泥主体であるため、カ
ルシウム汚泥の特性上、生物汚泥
もカルシウム汚泥貯留槽に移送し

て問題ないと考えられます
よって、撤去を推奨します

能力不足のため更新必要
（3.76ｍ³/分必要）

能力不足のため更新必要
（11.69ｍ³/時必要）

容量不足のため更新or運用方法で
の対処が必要（11.37ｍ³必要）

能力不足のため更新必要
（284.1kg-ds/時必要）



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

８．薬品注入設備

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

更新
樹脂（PE）タンクを提案

休止を継続
（汚泥処理設備休止の方針のため）

左記の理由により撤去若しくは休止を提
案

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

更新
樹脂（PE）タンクを提案

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

更新
（今後の長期稼働のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

休止を継続
（汚泥処理設備休止の方針のため）

休止を継続
（汚泥処理設備休止の方針のため）

凝集剤貯槽 FRP　1.0ｍ³

　〃

炭酸ソーダ貯槽溶

解装置*1
ホッパ：12000L
溶解槽：1.5ｍ³

休止

休止
第1混和
槽

炭酸ソーダ注入ポ

ンプ(No.1)*1
NE20PM

32mm,17.19L/min,
0.4kw

　〃

炭酸ソーダ注入ポ

ンプ(No.2)*1
〃 〃

第2混和
槽

凝集剤注入ポンプ

(No.1)(第1混和槽用)*1
PZD-31-
VEC-HWJ

15mm,21.65ｍＬ
/min,0.018kw

凝集剤注入ポンプ

(No.2)(第1混和槽用)*1
〃 〃 　〃

凝集剤注入ポンプ
(No.1)

PZD-61-
VEC-HWJ

15mm,43.29ｍＬ
/min,0.018kw

　〃

凝集剤注入ポンプ
(No.2)

〃 〃 〃

酸貯槽 MC-1500 PE　1.5ｍ³

〃

酸注入ポンプ

(No.1)*1
PZDM-31-
VFC-HWJ

15mm,9.44ｍＬ
/min,0.1kw

休止
第1中和
槽

酸注入ポンプ

(No.2)*1
〃 〃

酸注入ポンプ
(No.1)

〃 〃
第2混和
槽

酸注入ポンプ
(No.2)

〃 〃

第2混和
槽

酸注入ポンプ 〃
15mm,6.29ｍＬ
/min,0.015kw

第2中和
槽

アルカリ貯槽 FRP　2.0ｍ³

〃

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン

プ*1
PZD-31-
VEC-HWJ

15mm,26.84ｍＬ
/min,0.015kw

第１混和槽
用(休止)

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン
プ

PZDM-12-
VEC-HWJ

15mm,74.82ｍＬ
/min,0.018kw

　〃

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン
プ(No.1)

〃
15mm,53.66ｍＬ
/min,0.018kw

第2中和
槽

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン
プ(No.2)

〃 〃

　〃

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン

プ(No.1)*1
PZDM-61-
VEC-HWJ

15mm,37.42ｍＬ
/min,0.018kw

第１硝化槽
用(休止)

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン

プ(No.2)*1
〃 〃

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン

プ(No.1)*1
〃 〃

第２硝化槽
用(休止)

ｱﾙｶﾘ剤注入ポン

プ(No.2)*1
〃 〃

凝集助剤溶解貯
槽

ホッパ：30L
溶解槽：0.5ｍ³

既存利用可（粉体貯留日数９日）
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

樹脂タンク推奨

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

生物処理後の凝集沈殿処理は酸
性処理が望ましいため、本設備は

不要と考えます（撤去）

既存利用可

既存利用可

既存利用可

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可

既存利用可

樹脂タンク推奨

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

９．給排水設備

１０．搬入管理設備

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既存利用

能力不足のため更新必要
（0.33ｍ³/分必要）

但し、本水量は汚泥処理設備稼働時の
必要水量であるため、汚泥処理設備休

止の場合は既存能力で良い

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既存と同能力にて更新（耐用年数経過）
チタン製ポンプを提案

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

計器類に不具合等頻発していない限り、
既存利用で問題ないと考えます。

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

既設と同能力にて更新
（耐用年数経過のため）

更新
樹脂（PE）タンクを提案

休止
第1凝集
槽

第2凝集
槽

凝集助剤注入ポン

プ(No.1)*1
SXDA1-22-
VES-FVX

15mm,158.34ｍＬ
/min,0.1kw

休止

凝集助剤注入ポン

プ(No.2)*1
〃 〃 　〃

凝集助剤注入ポン
プ(No.1)

〃 〃

　〃

凝集助剤注入ポン
プ(No.2)

〃 〃 〃

リン酸貯槽*1 PVC　50L

　〃

ﾘﾝ酸貯留槽攪拌

機*1
SG4-0.1 375rpm,0.1ｋｗ 　〃

ﾘﾝ酸注入ポンプ

(No.1)*1
PZD-31-
VEC-HWJ

15mm,1.17ｍＬ
/min,0.015kw

　〃

ﾘﾝ酸注入ポンプ

(No.2)*1
〃 〃 　〃

ﾘﾝ酸注入ポンプ

(No.3)*1
〃 〃

　〃

メタノール貯槽*1 FRP　1.5ｍ³ 　〃

ﾒﾀﾉｰﾙ注入ポンプ

(No.1)*1
〃

15mm,5.18ｍＬ
/min,0.015kw

ﾒﾀﾉｰﾙ注入ポンプ

(No.2)*1
〃 〃 　〃

ﾒﾀﾉｰﾙ注入ポンプ

(No.1)*1
〃 〃

ﾒﾀﾉｰﾙ注入ポンプ

(No.2)*1
〃 〃 　〃

自動給水ユニット プラント
NX-50LAT322
40mm,0.12m3/min,15
0kpa

軟水装置 MS-90CL
処理量：5.4ｍ³/ｈ
60～96ｍ³/再生

受水槽
FRPタンク
11ｍ³

自動給水ユニット 生活 〃

トラック計量器
ロードセル４点式
200kg～3t

海水取水ポンプ
80SFQ23.7-
63

0.75m³/分

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください

既存利用可

樹脂タンク推奨

チタンポンプ（推奨）に更新の上、
新設埋立地へ

既存利用可

既存利用可

既存利用可

能力不足のため更新必要と想定
（0.33ｍ³/分必要）

計器類に不具合等頻発していない
限り、既存利用で問題ないと考えま
す。

既存利用可
新設埋立地共用開始後、流入水質
により再稼働の可否を判断ください



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

１１．中央監視室

１２．計装機器

更新
最新システムとする

不具合等頻発していない限り、既存利用
で問題ないと考えます

データロガ(パソコ
ン＋ソフト)

ITVカメラ

通信ユニット

最新設備への更新を推奨します

不具合等頻発していない限り、既
存利用で問題ないと考えます

余水水位計

休止

原水流量計

原水槽水位計

　〃

原水ポンプ流量計

反応槽PH計*1

　〃

第1混和槽PH計*1 　〃

第1中和槽PH計*1

硝化槽PH計*1 1.2 　〃

硝化槽DO計*1 1.2

脱窒槽ORP計*1 1.2 　〃

第2混和槽PH計

休止

第2中和槽PH計

放流水UV計

放流水流量計

汚泥供給流量計*1

休止

スケール分散剤貯

留液面スイッチ*1
1,2,3 　〃

アルカリ剤貯槽液
面スイッチ

1,2

凝集剤貯槽液面ス
イッチ

1.2

リン酸貯槽液面ス

イッチ*1
1.2.3

メタノール剤貯槽

液面スイッチ*1
1.2 休止

硫酸貯槽液面ス
イッチ

1.2

ろ過原水槽レベル
スイッチ

1,2,3,4

長期にわたり修繕が行われておら
ず、長期休止のものもあるため、更

新を推奨

定期的な修繕が行われているた
め、既存利用可と判断します

更新（耐用年数経過）
現在の最新機種にて更新

長期にわたり修繕が行われておら
ず、長期休止のものもあるため、更

新を推奨



型　式 仕　　様
状況・
箇所

方針協議後
※既存仕様から変更となるものは青文

字で仕様を記載

設備名
（那覇エコアイランド）

方針協議時の提案

１３．制御盤

既存利用
（定期的修正作業が行われているため）

各配線の絶縁抵抗測定
及びシーケンサの交換を推奨

また、今後の長期稼働の観点から、その
他電気配線の更新と併せて、制御盤の

更新も検討する

電気保安協会の確認を要する

活性炭原水槽レベ
ルスイッチ

1,2,3,4

　〃

処理水槽レベルス
イッチ

1,2,3,4

放流槽レベルス
イッチ

1,2,3,4

汚泥貯留槽レベル

スイッチ*1
1,2,3,4 休止

カルシュム汚泥貯留

槽レベルスイッチ*1
1,2,3,4

雨水貯留槽レベル
スイッチ

1,2,3,4,5,6,7,
8

第1凝集沈殿汚泥
流量計

生物汚泥流量計*1 休止

第2凝集沈殿汚泥
流量計

濃縮汚泥流量計*1 休止

風向風速計

雨量計

温度センサー

集水ポンプ現場盤

百葉箱

ブロワ室動力制御
盤

集水ポンプ動力制
御盤

脱水機室動力制

御盤*1
休止

処理室動力制御
盤

汚泥引抜ポンプ動
力制御盤

薬注設備動力制
御盤

付帯設備動力制
御盤

汚泥貯留ホッパー
操作盤

作業用電源盤

砂ろ過塔・活性炭
吸着設備制御盤

キュービクル

中央計装盤

電気保安協会の確認を要する

各配線の絶縁抵抗測定
及びシーケンサの交換を推奨

定期的な修繕が行われているた
め、既存利用可と判断します

長期にわたり修繕が行われておら
ず、長期休止のものもあるため、更

新を推奨

更新（耐用年数経過）
現在の最新機種にて更新

更新（耐用年数経過）
現在の最新機種にて更新

撤去
（汚泥濃縮設備不要）

更新（耐用年数経過）
現在の最新機種にて更新

長期にわたり修繕が行われておら
ず、長期休止のものもあるため、更

新を推奨






